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詳細は、CYDERのWebページ(https://cyder.nict.go.jp/course/schedule/index.html)でご確認ください。

■受講費用

＜お問合せ先＞
国立研究開発法人 情報通信研究機構（NICT）
ナショナルサイバートレーニングセンター   Tel:042-327-5612 E-mail:cyder@ml.nict.go.jp

CYDER

所属組織 対象コース 費用（税込）
国の機関等に所属の方 全コース 無料※

地方公共団体に所属の方
Aコース / プレCYDER 無料
Bコース 19,250円/人(1受講)
Cコース 38,500円/人(1受講)

上記以外の法人・団体に所属の方
Aコース / Bコース 38,500円/人(1受講)
Cコース 77,000円/人(1受講)
プレCYDER 11,000円/人(1受講)

※年度内に複数受講される場合は有料になることがあります。詳しくはWebサイト
(https://cyder.nict.go.jp/course/index.html#course_fee) をご覧ください。

■2026年度北海道エリアスケジュール(予定)

※予定は変更となる可能性がございます。詳細スケジュールはWebサイト
(https://cyder.nict.go.jp/course/schedule/index.html) をご覧ください。

■受講者の声

＜集合演習Aコース＞
10/15(札幌)

⇒7/28から国・地方公共団体の申込受付開始予定
申込先： https://cyder.nict.go.jp/

初学者にも
わかりやすく
充実の内容でした
Aさん / 集合演習を受講

ひとり情シス
だからこそCYDERは
必要だと思います
Bさん / 集合演習を受講

スキマ時間に
受講できて
助かりました
Cさん / プレCYDERを受講

私は経験が浅く非常に心配してい
ましたが、講義を終えた時には、
インシデント発生から解決に至る
までの工程を具体的にイメージで
きるようになっていました。課題
で行き詰まった時も、チューター
が積極的に話しかけてヒントを出
してくれたのでよかったです。

情報システム課は自分ひとりで
すが、だからこそきちんとした
知識を身に付ける必要があると
思い、毎年集合演習を受講して
います。知識があるからこそ、
委託業者との連携もうまくいき、
安心して不在にできます。

業務都合に合わせて、毎日少しず
つ受講できたのでとても便利でし
た。動画では、実際に起きた事件
の真相に触れながらセキュリティ
の基礎についてわかりやすく説明
しているので、理解が進みました。

＜プレCYDER＞
●ケーススタディ
1期：5/19～8/4「紛失USBメモリが招いた信用失墜編」
2期：9/1～11/13「閉域網神話の崩壊・甘い認識の代償編」
3期：11月中旬～1月頃（予定）※コンテンツ調整中

●ドリル
1期：5/19～11/13「知～ドリル学習1 トリアージ編」
2期：11月中旬～1月頃（予定）※コンテンツ調整中
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